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は じ め に  

大気中に浮遊する粉塵，粒子状物質，微小粒子状物

質は，多様な成分から構成される混合物である．その

主要構成成分として，炭素成分（有機炭素：OC，元素

状炭素：EC，炭酸塩：CC など）が挙げられる．粒子

中の炭素成分測定については，従来の熱分離法では一

部の OC が炭化し，EC を過大評価することがわかって

いる

1)
．そこで，当研究所では過大評価している EC

を補正できる，熱分離・光学補正法を用いて，IMPROVE

法により粒子中の炭素成分を分析している．昨年度，

多環芳香族炭化水素類について，どの温度区画に検出

されるのか IMPROVE 法により分析した結果を報告し

たが

2）
，今回，無機塩，特に炭酸塩について，IMPROVE

法にて測定を行い，どの温度区分に主に検知されるの

か調べた． 

方 法  

熱分離・光学補正法による分析は，Sunset 社製カ

ーボンアナライザーを用いて，IMPROVE 法に準じた

温度上昇を行った．なお炭酸塩の分析は，事前に

IMPROVE 法の条件でブランクを除いたろ紙の上に

標準物質を置き行った．温度は IMPROVE 法に従い，

ヘリウム雰囲気下で室温～120℃（OC1），120℃～

250℃（OC2），250℃～450℃（OC3），450℃～550℃

（OC4），ヘリウム：酸素（98：2）において，550℃

（EC1），550℃～700℃（EC2），700℃～800℃（EC3）

へと上昇させた．  

 

結 果 及 び 考 察  

分析した 6 種の炭酸塩の化合物名および各成分の

サーモグラムを Fig.1 に示す．Fig.1 から，炭酸水素ナ

トリウム，及び，炭酸水素カリウムが OC2 に強いピ

ーク，EC3 にブローディングしたピークが確認され

た．また，炭酸カリウム，炭酸ナトリウムともに，

EC3 にブローディングしたピークが得られた．黄砂

中の成分として知られている炭酸カルシウムは EC2

にピークが得られた．PM2.5 に環境基準が設けられ，

地方自治体に対して常時監視として成分測定の体制

作りが求められている．炭素成分（OC，EC）も測定

項目に該当するが，炭酸塩がより多く含まれると考え

られる土壌粒子，黄砂などがフィルターに多く採取さ

れた試料に関しては，今回の結果から，単純に OC，

EC に分離できない可能性が示唆された．今後，炭酸

塩の除去法などを検討していく必要があると考えら

れる． 
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Fig.1 各成分のサーモグラム 
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